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◆デザイン専攻アドミッション・ポリシー 

【求める人物像】 

・デザインに興味と探究心を持ち、学習する意欲のある人 

・デザインを学習する上で必要な基礎的知識を備えている人 

・主体的に作品を制作、表現したいと考える人 

・デザインを通して豊かな人間性、社会性を身につけたいという意欲のある人 

 

【入学前に身につけてほしい学習成果】 

・基礎的な学力（国語、外国語、その他の科目） 

・デッサンの基礎的能力 

・デザインの専門分野における基礎的知識（色彩構成、平面構成、立体構成） 

 

【入学者選抜区分】 

・デザイン専攻では、一般選抜、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施します。 

 

【入学者選抜試験の基本方針と実施】 

１．一般選抜 

・個別テスト等（素描、色彩構成、立体構成、面接）を実施します。 

・複数の教員が、専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評価を決定します。 

・個別テスト等（素描、色彩構成、立体構成、面接）と大学入学共通テスト（国語、外国語、他１科

目）の結果を総合して合否を判定します。 

 

２．学校推薦型選抜 

・実技検査（課題作品）、小論文、面接を実施します。 

・複数の教員が、専攻で定めた評価基準を基に個々に採点し、集計した結果により評価を決定します。 

・課題作品、小論文、面接の結果を総合して合否を判定します。 

 

３．総合型選抜 

・自己アピール資料、小論文、面接を実施します。 

・デザインの専門分野を学ぶ以前に備えた、学びや活動経験から得た能力及び資質を測り評価します。 

・美術やデザイン分野に関わらず、学習や探究活動および工業、商業、農業、情報等の社会につなが

る専門的な学びを含みます。 

・自己アピール資料では、経験の特色や内容及びそこから得た学びについて整理し、他者に伝える力

を評価します。 

・小論文では、自身の経験をデザインの学びにつなげ、社会でどのように活かしたいのか、目的意識

や将来性を評価します。 

・自己アピール資料、小論文、面接の結果を総合して合否を判定します。 

  


